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林
 
玉
轟
 
 

は
じ
め
に
 
 
 

（
－
）
 
 
 

周
知
の
通
り
、
心
敬
 
（
一
四
〇
六
～
一
四
七
五
）
 
は
天
台
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。
彼
の
 
 

連
歌
論
が
難
解
で
し
か
も
誤
解
さ
れ
や
す
い
点
を
多
く
持
っ
て
い
る
の
は
そ
の
出
身
と
 
 

無
関
係
で
は
な
い
と
思
う
。
つ
ま
り
、
文
学
と
宗
教
の
切
り
離
せ
な
い
関
係
だ
が
、
心
 
 

敬
の
連
歌
論
を
正
し
く
理
解
す
る
に
は
、
中
世
連
歌
の
こ
と
は
勿
論
、
中
世
仏
教
の
宗
 
 

派
や
教
理
な
ど
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
心
敬
の
文
学
の
中
で
ど
 
 

う
い
う
と
こ
ろ
が
ど
の
宗
派
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
を
細
か
く
言
 
 

う
と
諸
氏
の
見
解
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
本
 
 

稿
で
は
す
べ
で
の
問
題
点
を
一
々
指
摘
で
き
な
い
が
、
心
敬
の
連
歌
論
の
中
で
至
る
所
 
 

（
2
）
 
 

に
見
え
る
「
禅
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
、
心
敬
と
「
禅
」
の
関
係
を
全
般
的
に
捉
え
、
 
 

文
学
と
宗
教
を
一
体
化
さ
せ
た
こ
と
か
ら
心
敬
の
歌
道
・
仏
道
修
行
に
お
け
る
禅
の
影
 
 

響
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
諸
説
の
当
否
を
再
検
討
す
る
。
 
 

「
頓
悟
直
路
」
と
 
「
即
身
直
路
」
 
の
真
義
 
 

『
さ
さ
め
ご
と
』
の
中
で
、
心
敬
の
 
「
歌
道
仏
道
一
如
観
」
 
の
性
格
を
的
確
に
現
し
 
 

て
い
る
段
が
あ
る
。
 
 

酉
上
人
も
、
「
歌
道
は
ひ
と
へ
に
禅
定
修
行
の
道
」
と
の
み
申
給
ひ
し
と
な
ん
。
ま
 
 
 

こ
と
の
境
に
至
り
侍
ら
ば
、
掛
僚
直
掛
の
修
行
な
り
と
い
へ
り
。
 
 
 

経
情
卿
云
、
「
和
歌
は
隠
遁
の
源
、
曹
操
を
す
す
む
る
直
路
。
昇
妙
奔
紳
介
浄
、
三
 
 
 

十
一
字
け
分
か
卦
ゎ
か
」
と
い
へ
る
を
、
定
家
卿
此
旨
を
ね
ん
ご
ろ
に
称
揚
し
給
 
 

心
敬
と
歌
道
1
仏
道
修
行
と
 
「
禅
」
 
 

へ
り
。
 
 
 

俊
成
卿
、
老
後
に
思
ひ
給
へ
る
と
な
ん
。
「
人
に
は
か
な
ら
ず
一
大
卦
あ
り
。
此
道
 
 
 

に
の
み
ふ
け
り
、
か
曾
今
抑
卦
乗
を
忘
侍
る
、
妄
想
な
る
べ
し
」
と
て
、
す
こ
し
 
 

歌
道
に
な
づ
み
給
へ
る
心
出
で
き
給
へ
る
に
、
住
吉
大
明
神
あ
ら
た
に
現
じ
給
ひ
 
 

て
、
う
ち
ゑ
み
て
、
「
汝
、
此
道
を
を
ろ
そ
か
に
思
ふ
こ
と
な
か
れ
。
此
道
に
よ
り
、
 
 
 

掛
け
督
静
か
紆
紆
べ
し
。
歌
道
帥
か
直
掛
の
修
行
な
り
」
と
、
あ
ら
た
に
の
べ
給
 
 

ひ
し
と
也
 
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
十
九
段
）
。
 
 
 

と
。
神
仏
習
合
に
よ
っ
て
、
歌
道
は
「
出
離
一
大
事
」
 
（
『
三
五
記
』
）
と
結
び
付
け
ら
 
 

れ
、
「
た
ゞ
歌
を
持
て
往
生
す
べ
し
」
 
（
同
）
 
と
さ
れ
る
中
世
の
信
仰
ぶ
り
及
び
時
代
背
 
 

景
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
直
接
的
な
関
係
が
な
い
の
で
詳
述
し
な
い
が
、
「
真
如
 
 

実
相
の
理
、
三
十
一
字
に
お
さ
ま
れ
る
」
 
と
は
 
「
和
歌
陀
羅
尼
観
」
 
の
こ
と
で
、
言
語
 
 

観
の
問
題
で
も
あ
る
。
更
に
 
「
歌
道
」
 
が
 
「
禅
定
修
行
の
道
」
 
と
さ
れ
る
の
も
、
実
践
 
 

的
な
方
法
と
し
て
和
歌
詠
作
と
座
禅
観
法
の
目
的
が
一
致
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
 
 

い
。
つ
ま
り
、
心
敬
の
考
え
で
は
両
者
と
も
一
種
の
 
「
行
」
 
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
 
 

（
3
）
 
 

一
切
の
法
は
捨
離
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
悟
ら
せ
る
絶
好
の
手
段
で
も
あ
る
の
で
あ
 
 

る
。
し
か
し
、
前
掲
本
文
の
出
典
と
さ
れ
る
『
三
五
記
』
な
ど
の
歌
論
書
で
は
、
「
頓
悟
 
 

直
路
」
 
も
 
「
即
身
直
路
」
 
も
見
当
た
ら
な
い
。
心
敬
に
よ
る
造
語
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
 
 

こ
で
は
、
神
仏
習
合
の
信
仰
と
歌
道
精
進
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
い
。
 
 
 

実
際
、
貫
之
が
宇
佐
八
幡
宮
に
参
籠
し
た
逸
話
（
『
三
五
記
』
）
や
、
白
居
易
を
文
殊
 
 

の
化
身
と
仰
ぐ
 
（
『
拾
玉
集
』
巻
二
、
『
今
鏡
』
巻
十
な
ど
）
 
こ
と
に
見
倣
っ
て
、
人
麿
 
 

を
「
妙
音
菩
薩
の
化
現
」
（
『
三
五
記
』
）
と
す
る
よ
う
な
権
化
思
想
は
、
心
敬
に
も
吸
収
 
 

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
思
想
は
道
因
と
源
頼
実
の
例
を
通
し
て
、
歌
道
精
進
 
 

の
手
本
と
化
さ
れ
、
「
信
心
為
本
」
の
下
で
歌
道
・
仏
道
共
に
「
一
大
事
因
縁
」
の
究
明
 
 

に
繋
が
る
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
三
十
九
段
）
と
、
心
敬
に
よ
っ
て
改
め
て
強
調
さ
れ
、
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説
か
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
問
題
の
焦
点
は
や
は
り
上
の
二
つ
 
 

の
言
葉
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
心
敬
は
ど
ん
な
立
場
に
立
っ
て
、
ま
た
ど
う
い
う
宗
旨
を
 
 

拠
り
所
に
こ
の
よ
う
な
性
格
の
一
如
観
を
唱
え
て
い
る
の
か
、
を
突
き
止
め
る
必
要
が
 
 

あ
る
。
 
 
 

『
古
来
風
鉢
抄
』
の
序
や
和
歌
作
品
の
詞
書
き
な
ど
を
見
る
に
つ
け
、
俊
成
は
法
華
 
 

信
仰
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
密
教
の
 
「
即
身
成
仏
」
と
は
関
係
が
薄
い
と
t
亨
え
る
。
 
 

ま
た
、
西
行
は
密
教
、
法
華
、
浄
土
な
ど
の
雑
修
だ
け
れ
ど
も
、
禅
の
 
「
頓
悟
」
 
に
は
 
 

縁
遠
い
。
「
即
身
直
路
」
に
つ
い
て
、
石
田
瑞
麿
氏
は
「
真
言
の
肝
身
鹿
松
と
天
台
の
卦
 
 

ヽ
 
道
の
合
成
か
ど
う
か
は
つ
き
り
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
密
教
の
即
身
成
仏
と
解
 
 

T
こ
 
 

し
う
る
」
と
い
う
見
解
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
も
、
「
篇
・
序
・
題
・
興
・
流
の
五
 
 

は
、
五
大
所
成
・
五
仏
・
五
智
円
明
を
あ
ら
は
し
、
大
義
は
、
六
道
・
六
波
羅
蜜
・
六
 
 

大
無
碍
・
法
身
の
体
也
。
古
今
集
港
頂
な
ど
と
い
へ
る
、
密
宗
に
一
大
事
と
て
伝
侍
る
 
 

に
変
は
る
こ
と
な
し
。
も
と
よ
り
歌
道
は
吾
国
の
陀
羅
尼
也
」
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
十
 
 

九
段
）
と
い
う
心
敬
の
言
に
、
そ
の
解
釈
の
根
拠
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
 
 

と
東
密
と
台
密
の
教
義
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
氏
は
そ
れ
を
無
視
し
て
い
る
だ
け
で
は
 
 

な
く
、
そ
の
見
解
に
修
行
論
と
信
仰
論
の
こ
と
さ
え
混
同
さ
れ
て
い
る
と
思
・
つ
。
和
歌
 
 

一
首
五
句
を
「
五
大
」
、
「
五
仏
」
あ
る
い
は
六
義
を
「
六
道
」
、
「
六
波
羅
蜜
」
に
準
え
、
 
 

「
歌
道
陀
羅
尼
観
」
を
説
い
て
い
る
先
樅
と
し
て
、
『
和
歌
古
今
港
頂
巻
』
、
『
和
歌
知
顕
 
 

（
5
）
 
 

集
』
、
『
六
条
家
秘
抄
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
心
敬
は
東
密
の
立
場
に
あ
る
 
 

も
の
で
は
な
い
。
真
言
宗
 
（
東
密
）
 
が
言
う
 
「
即
身
成
仏
」
 
と
い
う
言
葉
あ
る
い
は
そ
 
 

れ
と
類
似
し
た
表
現
は
心
敬
の
論
書
・
和
歌
・
連
歌
作
品
で
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
 
 

（
6
）
 
 

い
。
要
す
る
に
、
上
の
よ
う
な
密
教
的
歌
道
論
は
、
「
数
法
相
配
釈
」
や
卓
茶
羅
に
お
け
 
 

（
7
）
 
 

る
諸
尊
の
配
置
法
の
概
念
を
和
歌
の
世
界
に
導
入
・
転
用
し
、
和
歌
の
構
造
の
有
機
化
 
 

や
歌
道
の
伝
承
の
宗
教
化
・
神
聖
化
を
図
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
世
 
 

の
信
仰
と
し
て
心
敬
は
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
派
的
に
心
敬
は
 
 

東
密
で
は
な
く
台
密
の
所
属
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。
 
 
 

言
葉
の
出
処
の
問
題
だ
が
、
円
珍
著
の
『
大
毘
鹿
遮
那
経
指
節
』
に
は
 
「
頓
悟
」
 
と
 
 

（
8
）
 
 

「
直
至
道
場
」
、
そ
し
て
 
「
一
心
三
諦
」
と
「
阿
字
本
不
生
」
が
同
義
で
あ
る
こ
と
を
 
 

示
し
て
い
る
『
親
心
略
雲
集
』
（
伝
源
信
著
）
 
に
は
、
「
即
身
成
仏
」
と
 
「
直
至
道
場
」
 
 

（
9
）
 
が
見
当
た
る
。
そ
の
上
、
心
敬
の
句
集
 
－
 
『
芝
草
』
の
自
注
に
「
か
伸
の
北
に
…
拙
 
 

【
1
0
）
 
 

昔
年
ひ
さ
し
く
見
侍
し
」
と
も
見
え
て
い
る
。
こ
れ
で
、
心
敬
は
恵
心
流
の
出
身
だ
と
 
 

い
う
こ
と
も
判
明
す
る
し
、
円
珍
と
源
信
と
心
敬
も
ほ
ぼ
同
じ
立
場
に
あ
る
と
考
え
ら
 
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

天
台
教
学
と
台
密
と
禅
の
関
係
は
次
項
で
詳
論
す
る
が
、
単
に
言
葉
の
使
い
方
と
し
 
 

て
、
前
出
の
 
「
頓
悟
直
路
」
の
外
に
、
『
心
敬
僧
都
百
首
』
の
奥
書
に
も
「
三
箇
日
之
間
 
 

綴
之
咄
愚
案
鹿
言
所
志
之
至
不
通
何
瞥
舟
券
柑
噺
伊
勢
静
直
静
」
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
 
 

「
令
学
道
者
掛
愴
脊
琴
各
自
観
心
、
自
見
本
性
、
若
自
不
悟
、
須
寛
大
善
知
識
、
解
 
 

最
上
乗
法
者
、
卦
示
正
掛
」
（
『
法
宝
壇
経
』
、
般
若
品
）
、
「
直
卦
不
立
文
字
」
（
同
、
付
 
 

ヽ
ヽ
 
嘱
晶
）
、
「
直
心
是
道
場
」
 
（
同
、
定
慧
晶
。
ま
た
は
『
首
樗
厳
経
』
、
巻
六
）
 
な
ど
の
経
 
 

文
と
照
ら
し
て
み
る
と
、
心
敬
の
言
う
「
頓
悟
直
路
」
 
に
、
禅
の
思
想
が
混
入
さ
れ
て
 
 

い
る
と
分
か
る
。
更
に
、
「
頓
悟
者
、
不
離
此
キ
即
得
解
脱
」
、
「
修
頓
悟
者
、
不
離
此
 
 

（
ユ
ー
）
 
卦
、
即
超
三
界
」
（
『
頓
悟
要
門
』
）
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
「
即
身
直
路
」
は
禅
の
精
 
 

神
と
t
致
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

用
語
的
に
心
敬
の
言
う
「
頓
悟
直
路
」
・
「
即
身
直
路
」
 
と
禅
の
相
関
性
に
つ
い
て
述
 
 

べ
た
。
と
こ
ろ
が
、
菅
基
久
子
氏
は
 
「
臨
済
禅
で
は
な
く
天
台
仏
教
を
思
想
的
基
盤
と
 
 

し
て
連
歌
論
を
著
わ
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
論
理
体
系
を
持
ち
つ
つ
、
実
作
に
携
わ
っ
 
 

（
1
2
）
 
 

て
い
た
」
 
と
述
べ
、
心
敬
に
お
け
る
禅
の
影
響
を
否
定
し
て
し
ま
わ
れ
た
。
至
当
と
は
 
 

思
わ
れ
な
い
。
他
の
論
書
を
お
い
て
、
確
か
に
『
さ
さ
め
ご
と
』
（
心
敬
最
初
の
論
書
）
 
 

は
天
台
教
学
の
思
想
で
貫
か
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
天
台
仏
教
に
及
ぼ
さ
れ
た
禅
の
影
 
 

響
や
晩
年
の
心
敬
の
禅
へ
の
傾
斜
の
問
題
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
ま
た
、
仏
法
修
行
の
こ
と
は
勿
論
、
文
学
創
作
の
面
で
も
禅
の
作
用
は
看
過
 
 

し
て
は
な
ら
な
い
。
今
度
、
専
ら
文
学
の
立
場
か
ら
前
出
の
言
葉
 
－
 
「
頓
悟
直
路
」
 
 

が
持
つ
諸
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。
 
 

心
敬
の
歌
道
精
進
と
 
「
頓
悟
直
路
」
 
 
 

ヽ
ヽ
 
 
「
和
歌
は
隠
遁
の
源
、
菩
提
を
す
す
む
る
直
路
」
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
十
九
段
）
と
 
 

心
敬
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
『
三
五
記
』
で
は
、
そ
れ
は
「
直
路
」
 
で
は
な
く
、
「
要
 
 

路
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
老
の
く
り
ご
と
』
の
中
で
、
心
敬
は
、
歌
は
「
定
家
・
 
 

ヽ
ヽ
 
慈
鎮
の
胸
の
う
ち
を
直
に
尋
ね
る
」
べ
き
だ
、
と
い
う
正
徹
の
言
葉
を
引
き
出
し
、
「
ま
 
 

こ
と
に
向
上
直
掛
な
る
哉
」
と
同
感
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
正
徹
物
語
』
で
は
、
そ
れ
 
 

は
「
向
上
の
一
路
」
と
出
て
い
る
。
そ
れ
に
、
『
正
徹
物
語
』
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
『
槍
 
 

（
1
3
）
 
浪
詩
話
』
 
（
詩
排
）
 
の
説
く
所
に
よ
る
と
、
末
流
的
な
学
説
や
見
識
に
囚
わ
れ
ず
に
、
 
 

本
源
を
突
い
て
上
か
ら
学
ん
で
く
る
方
法
が
所
謂
「
向
上
一
路
」
 
で
あ
る
。
し
か
も
、
 
 

こ
う
い
う
「
単
刀
直
入
」
的
な
学
び
方
は
、
仏
教
（
特
に
禅
宗
）
 
の
 
「
頓
悟
の
法
門
」
 
 

の
精
神
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
「
要
路
」
と
「
t
路
」
と
い
 
 

う
二
つ
の
青
葉
は
、
心
敬
に
よ
っ
て
 
「
直
路
」
 
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
 
 

心
敬
は
歌
道
・
仏
道
の
修
行
に
お
い
て
学
ぶ
者
と
学
ぶ
べ
き
対
象
の
間
の
よ
り
直
接
か
 
 

つ
緊
密
・
単
伝
的
な
関
係
を
求
め
て
い
る
、
と
亭
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
具
体
 
 

的
な
内
容
と
し
て
、
歌
道
精
進
の
時
「
頓
悟
直
路
の
修
行
」
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
を
 
 

引
き
続
き
検
討
す
る
。
 
 
 

心
敬
は
そ
の
歌
道
修
行
論
の
中
で
、
「
稽
古
」
（
＝
教
）
と
「
工
夫
」
（
＝
禅
）
を
使
い
 
 

T
‥
ユ
 
分
け
て
い
る
。
前
者
は
初
心
の
段
階
で
、
主
に
技
法
の
習
得
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
 
 

ひ
き
か
え
、
後
者
は
上
達
の
後
、
更
に
禅
定
の
修
行
を
伴
っ
て
の
和
歌
詠
作
の
行
為
を
 
 

T
1
5
）
 
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
修
行
を
通
し
て
、
「
冷
暖
自
知
の
所
」
（
『
さ
さ
め
ご
 
 

と
』
、
第
十
九
段
）
が
あ
っ
て
か
ら
、
「
け
だ
か
う
幽
遠
の
掛
は
な
れ
た
か
鎗
」
（
同
、
＝
 
 

無
相
法
身
の
句
）
に
至
り
着
く
。
換
言
す
れ
ば
、
「
ま
こ
と
の
境
」
と
は
こ
れ
と
同
じ
境
 
 

地
の
も
の
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
上
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
修
行
の
成
果
が
出
な
い
 
 

限
り
、
「
頓
悟
直
路
」
と
い
う
言
葉
は
意
味
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
来
な
い
の
で
あ
る
。
心
 
 

敬
の
考
え
で
は
、
巳
達
の
段
階
に
入
る
と
「
万
物
諸
道
の
上
に
心
を
つ
け
て
、
わ
が
歌
 
 

道
の
悟
り
の
力
と
す
べ
」
（
『
岩
橋
政
文
』
）
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
歌
 
 

道
に
よ
る
生
死
出
離
の
糸
口
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
技
法
的
な
問
題
 
 

は
す
べ
て
克
服
さ
れ
、
仏
教
の
修
行
と
同
様
に
悟
入
の
精
神
だ
け
が
左
右
す
る
の
で
、
 
 

「
頓
悟
直
路
の
修
行
」
に
は
な
る
の
で
あ
る
。
別
な
言
い
方
を
す
る
と
、
「
古
人
秀
歌
ど
 
 

も
（
中
略
）
言
葉
面
影
を
計
夜
む
ね
け
士
分
」
（
『
所
々
返
答
』
、
第
一
状
）
、
「
た
だ
二
万
 
 

三
万
首
、
色
々
さ
ま
ぐ
の
風
雅
を
先
詠
み
ち
ら
し
、
も
ろ
く
の
難
題
な
ど
の
心
を
 
 

明
め
て
の
ち
、
計
か
蟄
か
べ
き
の
み
也
」
（
『
岩
橋
政
文
』
）
も
、
同
じ
く
「
頓
悟
」
的
な
 
 

態
度
と
性
格
を
現
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
「
只
不
断
の
修
行
を
励
ま
し
て
年
月
を
送
り
 
 

な
ば
、
終
に
か
静
恕
卸
の
期
あ
る
べ
き
」
、
「
唯
寝
食
を
わ
す
れ
、
万
事
を
忘
却
し
て
（
中
 
 

略
）
針
絡
む
歌
に
こ
ゝ
ろ
う
か
み
た
る
」
（
『
耕
雲
口
伝
』
）
、
「
ぶ
と
心
に
う
か
び
て
」
 
 

（
同
）
、
「
醍
醸
胸
中
、
久
之
か
掛
骨
太
」
（
『
槍
浪
詩
話
』
、
詩
排
）
な
ど
と
説
か
れ
て
い
 
 

る
歌
道
の
修
行
に
お
け
る
 
「
漸
修
頓
悟
」
 
の
精
神
を
、
心
敬
は
改
め
て
強
調
し
て
い
る
 
 

の
だ
、
と
見
て
い
い
。
だ
か
ら
、
「
歌
道
ば
か
り
の
学
問
も
、
百
と
せ
の
蛍
雪
を
つ
む
と
 
 

も
九
牛
が
一
毛
な
る
べ
く
哉
」
 
（
『
岩
橋
政
文
』
）
と
い
う
「
難
行
道
」
 
の
た
め
、
「
即
身
 
 

（
－
8
）
 
 

成
仏
」
あ
る
い
は
「
頓
修
頓
悟
」
 
の
よ
う
な
理
念
・
方
法
は
適
用
し
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
頓
悟
直
路
」
 
の
意
味
と
内
容
は
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
心
敬
の
論
書
の
中
で
、
 
 

そ
の
外
、
「
智
門
の
歌
人
は
天
台
浄
掛
な
ど
当
分
な
る
べ
く
哉
」
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
 
 

五
十
段
）
、
「
新
古
今
集
の
作
者
に
至
り
て
、
悉
微
粉
な
ど
の
大
悟
発
明
の
歌
人
」
（
『
所
 
 

々
返
答
』
、
第
三
状
）
と
い
う
用
例
も
あ
る
。
そ
れ
を
、
『
ひ
と
り
ご
と
』
の
 
「
諸
道
の
 
 

名
匠
」
の
段
に
出
て
い
る
「
浄
肝
修
行
の
明
匠
」
、
「
周
文
科
学
」
な
ど
の
例
と
照
ら
し
 
 

て
み
る
と
、
「
禅
法
」
も
「
禅
門
」
も
「
禅
学
」
も
み
な
禅
宗
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
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分
か
る
。
だ
か
ら
、
心
敬
が
仏
道
修
行
あ
る
い
は
歌
道
精
進
を
す
る
時
、
意
識
し
て
い
 
 

る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
南
宗
禅
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

心
敬
の
歌
道
・
仏
道
修
行
と
 
「
禅
」
 
 

最
後
に
、
天
台
僧
と
し
て
の
心
敬
の
修
行
論
を
巡
っ
て
、
禅
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
 
 

述
べ
た
い
。
 
 
 

天
台
本
覚
思
想
は
天
台
法
華
を
中
心
に
、
華
厳
・
密
教
・
禅
な
ど
の
大
乗
仏
教
を
取
 
 

り
入
れ
て
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
本
覚
法
門
の
説
だ
が
、
檀
那
流
の
教
 
 

相
の
重
視
と
違
っ
て
、
恵
心
流
は
観
心
を
本
と
な
す
。
更
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
「
四
 
 

重
興
廃
」
（
爾
前
↓
迩
門
1
本
門
1
親
心
）
 
の
「
観
心
勝
」
に
、
頓
悟
を
標
梼
す
る
南
宗
 
 

（
1
7
）
 
 

禅
が
働
い
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
極
め
て
大
切
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
本
覚
 
 

（
1
R
こ
 
 

法
門
（
恵
心
流
）
 
は
 
「
著
し
く
禅
宗
的
で
あ
る
」
と
も
言
わ
れ
、
心
敬
と
恵
心
流
と
禅
 
 

の
関
係
も
こ
れ
で
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
外
、
東
福
寺
の
関
係
を
通
し
て
、
つ
ま
り
 
 

間
接
的
で
は
あ
り
な
が
ら
、
文
学
創
作
の
面
で
心
敬
が
無
住
・
了
俊
・
正
撒
か
ら
新
だ
 
 

（
1
9
）
 
 

に
禅
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
心
敬
と
本
覚
思
想
 
 

の
問
題
を
完
全
に
理
解
す
る
た
め
、
も
う
一
つ
の
課
題
、
「
東
密
」
と
「
台
密
」
の
違
い
 
 
 

一
 
つ
ま
り
天
台
僧
と
し
て
、
心
敬
は
そ
の
文
学
の
中
で
 
「
基
本
的
に
本
門
事
常
住
の
 
 

強
調
に
密
教
が
、
そ
し
て
観
心
勝
の
主
張
に
禅
が
作
用
し
て
い
る
」
と
い
う
立
場
を
忠
 
 

実
に
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
具
 
 

体
例
を
挙
げ
細
か
く
分
析
・
説
明
す
る
。
 
 
 

独
自
本
文
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
が
、
『
さ
さ
め
ご
と
』
改
編
本
第
十
六
段
の
中
で
 
 

次
の
二
箇
所
の
記
述
が
あ
る
の
に
対
し
、
草
案
本
（
第
四
十
三
段
）
に
は
そ
れ
が
な
い
。
 
 

不
明
体
歌
 
 

ほ
の
ぐ
と
有
明
の
月
の
月
か
げ
に
紅
葉
ふ
き
お
ろ
す
山
お
ろ
し
の
か
ぜ
 
 

（
中
略
）
 
 

か
た
り
な
ば
そ
の
さ
び
し
さ
や
な
か
ら
ま
し
芭
蕉
に
過
る
夜
は
の
む
ら
雨
 
 

つ
ま
り
、
改
編
本
に
よ
る
と
上
の
源
信
明
の
歌
 
（
「
ほ
の
ぐ
と
…
」
）
 
は
勿
論
、
 
 

秋
の
日
の
う
す
き
衣
に
風
た
ち
て
ゆ
く
人
ま
た
ぬ
す
ゑ
の
し
ら
雲
 
 
定
家
卿
 
 

秋
の
日
は
糸
よ
り
よ
は
き
さ
さ
が
に
の
雲
の
は
た
て
に
荻
の
う
は
か
ぜ
 
正
徹
 
 

（
同
、
第
十
六
段
）
 
 

と
い
う
歌
も
同
じ
く
「
不
明
体
歌
」
 
で
あ
っ
て
、
三
首
と
も
「
此
等
秀
逸
、
ま
こ
と
に
 
 

法
身
の
姿
・
無
師
自
悟
の
歌
な
る
べ
く
哉
」
 
（
同
）
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
 
 

赤
羽
学
氏
は
 
「
源
信
明
の
歌
は
、
次
の
定
家
と
正
徹
の
歌
と
は
類
を
異
に
す
る
」
 
と
言
 
 

（
2
0
）
 
 

っ
て
、
前
者
を
 
「
法
身
の
姿
」
 
の
歌
か
ら
排
除
し
て
お
ら
れ
る
。
妥
当
だ
と
は
思
わ
れ
 
 

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
上
の
信
明
の
歌
は
、
「
い
ぼ
ぬ
所
に
心
を
か
け
、
冷
え
寂
た
る
方
 
 

を
悟
り
知
れ
」
（
同
、
第
三
十
一
段
）
、
「
艶
に
さ
し
の
び
の
ど
や
か
に
、
河
野
‥
倉
骨
む
 
 

心
針
か
け
侍
れ
」
商
）
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
例
歌
の
一
つ
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

心
敬
の
考
え
で
は
、
幽
玄
 
（
体
）
 
も
面
影
（
相
）
 
も
余
情
（
用
）
 
も
同
じ
く
「
法
身
」
 
 

に
帰
着
し
、
「
詞
に
は
こ
と
は
り
と
き
が
た
く
」
 
（
同
、
第
十
大
段
）
 
を
特
徴
と
し
て
い
 
 

る
。
つ
ま
り
、
「
面
影
ば
か
り
を
詠
ず
る
」
不
明
体
歌
も
「
法
身
の
姿
」
の
歌
の
一
つ
で
、
 
 

上
の
三
首
の
歌
と
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
前
出
の
定
家
（
「
秋
の
日
の
…
」
）
と
正
徹
（
「
秋
の
日
は
…
」
）
の
歌
は
、
「
な
 
 

、
－
2
1
）
 
れ
て
も
山
の
奥
ぞ
さ
び
し
き
／
松
風
に
心
ゆ
る
せ
ば
袖
儒
れ
て
」
（
『
連
歌
百
句
付
』
）
と
 
 

い
う
心
敬
の
句
の
参
考
歌
と
し
て
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
、
そ
 
 

の
自
注
「
此
等
の
苛
は
掛
取
か
た
ぐ
や
」
（
同
）
も
、
前
出
の
心
敬
自
作
の
歌
（
「
語
り
 
 

（
2
2
）
 
 

な
ば
…
」
）
も
、
同
じ
く
「
無
相
法
身
」
の
句
（
歌
）
で
作
品
自
身
が
持
つ
非
言
語
性
を
 
 

強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
割
り
切
っ
て
言
え
ば
、
「
不
明
体
歌
」
も
「
有
心
体
」
 
 

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
 
（
『
愚
秘
抄
』
、
『
三
五
記
』
）
が
、
や
は
り
両
者
を
区
別
す
る
必
 
 

要
が
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
「
不
明
体
の
歌
の
や
う
に
心
の
底
か
ら
沌
み
出
 
 

（
り
】
3
）
 
 

る
」
と
い
う
赤
羽
氏
の
見
解
は
お
か
し
い
。
心
敬
の
場
合
、
「
こ
と
に
胸
の
底
よ
り
出
づ
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ベ
き
こ
と
」
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
十
六
段
）
と
さ
れ
る
の
が
「
有
心
体
」
で
あ
り
、
「
不
 
 

明
体
歌
」
 
で
は
な
い
。
氏
の
考
え
で
は
、
前
出
の
定
家
と
正
徹
の
歌
は
あ
た
か
も
「
有
 
 

心
体
」
の
歌
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
て
い
る
が
、
『
さ
さ
め
ご
と
』
第
三
十
三
 
 

（
2
4
）
 
 

段
に
見
え
る
定
家
（
「
春
雨
よ
…
」
）
と
正
徹
（
「
身
ぞ
あ
ら
ぬ
‥
・
」
）
の
歌
こ
そ
「
有
心
体
」
 
 

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
不
明
体
歌
」
の
例
示
及
び
そ
れ
を
法
身
の
 
 

概
念
と
結
び
付
け
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
改
編
本
が
到
達
し
た
境
地
の
l
 
つ
だ
と
言
 
 

え
る
。
ま
た
、
心
敬
が
自
作
の
歌
を
添
え
て
、
「
不
明
体
歌
」
の
持
つ
非
言
語
性
を
重
ね
 
 

て
強
調
す
る
の
は
、
「
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
」
の
禅
の
影
響
だ
、
と
い
う
こ
と
を
併
せ
 
 

て
指
摘
し
た
い
。
 
 
 

次
に
、
こ
れ
も
禅
と
関
わ
っ
て
い
る
問
題
だ
が
、
「
不
明
体
歌
」
の
特
徴
を
説
明
す
る
 
 

た
め
、
改
編
本
 
（
第
十
六
段
）
 
に
も
草
案
本
 
（
第
四
十
三
段
）
 
に
も
『
金
剛
般
若
経
』
 
 

と
『
大
日
経
』
の
偶
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
解
釈
の
仕
方
に
問
題
が
 
 

あ
る
。
宗
派
や
宗
義
の
こ
と
を
間
違
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は
次
の
よ
う
に
解
釈
 
 

す
べ
き
だ
と
思
う
。
 
 
 

「
我
覚
本
不
生
」
 
の
偶
に
つ
い
て
、
赤
羽
氏
は
 
「
真
言
の
や
う
に
、
敢
て
五
大
或
は
 
 

（
2
6
）
 
 

（
2
5
）
 
 

六
大
に
関
係
づ
け
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
る
一
方
、
法
身
の
体
で
は
木
藤
氏
と
 
 

同
じ
く
六
大
無
碍
の
考
え
を
援
用
し
、
「
五
大
或
は
六
大
所
成
と
即
身
成
仏
と
の
関
係
を
 
 

（
2
7
）
 
 

考
え
れ
ば
、
真
言
に
よ
っ
て
い
る
」
と
い
う
見
解
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
。
前
半
は
正
し
 
 

い
が
、
後
半
は
東
密
と
台
密
の
宗
義
を
混
交
さ
せ
て
、
既
述
の
如
く
、
恵
心
流
（
台
密
）
 
 

と
し
て
の
心
敬
の
立
場
を
誤
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
沙
石
集
』
に
説
か
れ
て
い
る
「
五
 
 

大
ミ
ナ
響
ア
リ
。
六
塵
悉
々
文
字
也
」
（
巻
五
、
＝
六
塵
説
法
）
あ
る
い
は
陀
羅
尼
観
を
 
 

（
2
日
）
 
 

根
拠
付
け
る
「
凡
ハ
法
身
常
恒
ノ
説
」
 
（
巻
二
、
＝
法
身
説
法
）
 
の
よ
う
な
思
想
は
、
 
 

（
り
▲
l
一
こ
 
 

真
言
宗
（
東
密
）
 
の
立
場
を
言
い
表
す
も
の
で
、
心
敬
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
「
十
 
 

（
3
0
）
 
識
説
」
 
の
成
立
と
し
て
、
心
敬
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
安
然
も
円
珍
も
円
仁
 
 

も
み
な
一
大
門
数
の
形
成
に
努
め
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
我
覚
本
不
生
」
の
偶
が
意
味
す
 
 

（
3
1
）
 
 

る
所
は
、
台
密
の
阿
字
体
大
 
（
空
・
有
・
不
生
）
 
と
実
相
体
大
 
（
空
・
仮
・
中
）
 
で
あ
 
 

っ
て
、
東
密
の
六
大
体
大
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
阿
字
本
不
生
は
阿
字
体
大
で
、
空
海
 
 

の
六
大
は
随
縁
の
六
大
に
過
ぎ
ず
、
法
爾
の
六
大
で
は
あ
り
得
な
い
。
も
っ
と
割
り
切
 
 

っ
て
言
え
ば
、
二
辞
相
依
、
即
事
而
真
と
し
て
の
阿
字
体
大
説
は
、
そ
の
ま
ま
天
台
の
 
 

（
3
2
）
 
 

三
諦
円
融
、
一
念
三
千
と
意
味
転
換
さ
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
は
な
く
、
結
果
的
に
、
「
戯
 
 

論
寂
滅
」
 
の
言
語
観
と
も
異
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
台
密
の
阿
宰
相
 
 

火
説
で
は
、
六
大
は
四
卓
の
中
の
大
蔓
に
過
ぎ
な
い
。
阿
字
の
 
「
用
」
を
論
じ
な
い
か
 
 

ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
即
身
成
仏
」
と
「
即
心
成
仏
」
の
違
い
で
あ
り
、
「
観
心
勝
」
と
 
 

さ
れ
る
理
由
で
も
あ
る
。
 
 
 

述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
我
覚
本
不
生
」
 
の
偶
は
『
即
身
成
仏
義
』
（
五
大
＝
六
大
＝
 
 

六
大
体
大
、
東
密
）
 
で
は
な
く
、
円
珍
の
『
大
毘
慮
遮
那
経
指
蹄
』
（
台
密
）
 
で
解
釈
す
 
 

（
3
3
）
 
 

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
「
維
摩
詰
は
文
字
を
離
れ
ず
し
て
解
脱
を
説
く
」
 
（
『
指
蹄
』
）
と
 
 

い
う
考
え
も
、
既
述
の
言
語
方
便
観
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
『
興
禅
譲
国
論
』
で
 
 

（
3
d
）
 
 

は
、
『
維
摩
経
』
は
『
金
剛
般
若
経
』
と
共
に
禅
宗
の
所
依
教
典
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
 
 

る
に
、
言
語
観
の
問
題
に
お
い
て
も
、
ム
ロ
密
と
禅
の
立
場
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
我
覚
本
不
生
」
 
の
偶
の
解
釈
を
巡
っ
て
、
忠
心
流
と
し
て
の
心
敬
の
考
え
を
説
明
 
 

し
た
。
ま
た
、
『
さ
さ
め
ご
と
』
第
五
十
段
か
ら
も
同
じ
心
敬
の
立
場
を
知
る
こ
と
が
で
 
 

き
る
。
 
 
 

「
ま
こ
と
の
仏
」
 
（
法
身
）
に
匹
敵
す
る
「
至
極
の
歌
連
歌
」
を
説
明
す
る
た
め
、
心
 
 

敬
は
密
教
の
四
種
法
身
の
中
の
 
「
等
流
法
身
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、
禅
の
 
「
庭
前
の
 
 

柏
樹
」
 
で
説
明
し
て
か
ら
「
森
羅
万
象
即
法
身
、
是
故
我
礼
一
切
塵
」
 
と
い
う
偶
で
締
 
 

め
く
く
っ
て
い
る
。
『
さ
さ
め
ご
と
』
第
四
十
九
段
で
説
か
れ
て
い
る
天
台
の
三
身
説
と
 
 

三
諦
説
と
照
ら
し
て
み
る
と
、
そ
の
等
流
法
身
は
自
性
法
身
で
は
な
く
、
他
受
用
の
た
 
 

｛
3
ら
）
 
め
に
説
法
し
て
い
る
の
だ
、
と
分
か
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
暗
け
か
い
争
け
舟
ひ
で
感
 
 

情
徳
を
あ
ら
は
す
」
（
同
、
第
五
十
段
）
と
い
う
等
流
法
身
の
概
念
は
、
台
密
と
し
て
の
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随
機
説
法
の
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
馨
要
而
言
、
但
、
是
隙
卦
瞭
恕
、
、
 
 

（
3
6
）
 
腺
卦
瞭
傲
」
（
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
、
上
巻
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
ま
こ
と
の
仏
」
も
「
至
 
 

極
の
歌
連
歌
」
 
も
、
自
分
で
体
得
す
る
し
か
な
い
。
し
か
も
、
真
実
の
悟
境
は
言
語
表
 
 

現
を
造
か
に
超
え
て
い
る
。
『
正
法
眼
蔵
』
（
「
栢
樹
子
」
）
 
で
は
、
そ
れ
を
 
「
必
寛
じ
て
 
 

（
3
7
】
 
諸
仏
の
渾
身
に
仲
家
レ
か
た
れ
か
と
こ
ろ
」
、
「
主
人
公
」
と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
吾
 
 

師
に
そ
の
言
葉
な
し
。
肝
む
静
サ
か
こ
と
な
か
れ
」
（
同
、
第
五
十
段
）
と
い
う
文
言
は
、
 
 

質
問
者
に
対
し
回
答
者
と
し
て
の
心
敬
の
意
向
を
伝
え
る
も
の
と
も
見
な
さ
れ
る
。
な
 
 

ぜ
な
ら
ば
、
心
敬
も
同
じ
く
、
「
若
人
言
如
来
有
所
説
法
即
為
静
併
」
（
『
金
剛
般
若
経
』
）
 
 

と
い
う
立
場
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

「
等
流
の
身
の
仏
」
 
（
等
流
法
身
）
と
「
庭
前
の
相
樹
」
が
持
つ
意
味
は
、
前
述
し
た
 
 

通
り
で
あ
る
。
密
教
の
外
に
、
禅
も
時
々
 
「
当
相
即
道
、
即
事
而
真
」
 
を
談
じ
る
。
し
 
 

か
し
、
禅
は
も
っ
と
も
「
心
」
 
を
重
要
視
し
、
そ
の
主
体
性
 
（
作
主
人
公
）
 
を
強
調
し
 
 

て
、
「
随
虚
作
主
、
立
虞
皆
真
」
 
（
『
臨
済
録
』
、
示
衆
）
 
と
訴
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
 
 

敬
の
言
う
 
「
天
地
の
森
羅
万
象
を
現
じ
、
法
身
の
如
来
の
無
量
無
辺
の
形
に
変
じ
給
へ
 
 

る
」
（
同
、
第
五
十
段
）
等
流
法
身
は
、
「
胸
の
内
」
（
同
）
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

そ
の
 
「
胸
の
内
」
を
離
れ
て
は
、
「
ま
こ
と
の
仏
」
も
等
流
法
身
も
存
在
し
な
い
は
ず
で
 
 

あ
る
。
こ
の
点
を
ま
ず
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

（
3
8
）
 
 
 

次
に
、
『
雑
談
集
』
 
（
巻
九
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
「
森
羅
万
象
即
法
身
…
」
に
つ
 
 

い
て
だ
が
、
無
住
と
の
出
身
や
立
場
の
遠
い
か
ら
当
然
解
釈
も
異
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
 
 

り
、
顕
教
で
は
そ
れ
を
法
身
性
具
の
怯
、
心
的
表
徴
と
見
る
の
に
対
し
、
真
言
密
教
で
 
 

は
そ
れ
を
大
日
如
来
の
三
昧
耶
形
の
特
徴
と
し
て
の
物
的
具
現
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
 
 

て
、
「
智
門
の
歌
人
は
方
舟
掛
紛
な
ど
当
分
な
る
べ
く
哉
」
（
同
、
第
五
十
段
）
と
い
う
 
 

考
え
に
従
い
そ
れ
を
法
身
性
具
の
法
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
密
教
の
 
 
 

「
事
常
住
」
の
強
調
だ
け
で
は
な
く
、
「
観
心
勝
」
と
さ
れ
る
本
覚
思
想
の
特
徴
及
び
顕
 
 

密
融
合
 
（
釈
迦
大
日
二
仏
全
同
）
 
と
い
う
天
台
一
大
円
教
 
（
恵
心
流
）
 
の
宗
旨
と
も
異
 
 な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
心
敬
に
と
つ
て
、
も
と
も
と
「
法
身
」
な
る
も
の
は
自
分
の
「
胸
 
 

の
内
」
に
宿
っ
て
い
て
、
自
我
を
空
じ
る
な
ら
ば
、
「
庭
前
の
柏
樹
」
 
の
よ
う
に
、
宇
宙
 
 

の
万
物
は
そ
の
ま
ま
自
己
の
本
性
の
顕
現
と
な
っ
て
く
る
。
仏
道
修
行
に
も
歌
道
修
行
 
 

に
も
言
え
る
が
、
こ
う
し
た
境
地
に
達
し
て
か
ら
生
ま
れ
る
の
が
 
「
ま
こ
と
の
仏
」
 
あ
 
 

る
い
は
「
至
極
の
歌
連
歌
」
な
の
で
あ
る
。
歌
道
の
場
合
、
老
後
の
段
階
に
お
け
る
「
万
 
 

象
を
の
づ
か
ら
付
合
た
る
べ
く
哉
」
（
『
岩
橋
政
文
』
）
は
そ
れ
を
言
い
表
し
て
い
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 お

わ
り
に
 
 

天
台
僧
と
し
て
の
心
敬
の
歌
道
・
仏
道
修
行
に
お
け
る
 
「
禅
」
 
の
影
響
は
既
述
し
た
 
 

通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
、
私
は
、
心
敬
は
恵
心
流
の
出
身
、
恵
心
流
は
観
心
を
本
と
な
 
 

す
、
恵
心
流
の
思
想
は
如
実
に
心
敬
の
文
学
の
中
に
反
映
さ
れ
、
仏
教
徒
の
心
敬
と
文
 
 

学
者
の
心
敬
の
立
場
は
一
致
す
る
、
と
い
う
命
題
に
検
討
を
加
え
て
み
た
。
も
し
、
方
 
 

法
と
結
果
が
間
違
い
で
な
け
れ
ば
、
今
ま
で
の
学
説
と
反
し
心
敬
の
 
「
歌
道
仏
道
一
如
 
 

観
」
、
「
不
明
体
歌
」
、
「
有
心
体
」
、
「
至
極
の
歌
連
歌
」
な
い
し
詳
述
で
き
な
か
っ
た
「
戯
 
 

論
寂
滅
」
 
の
言
語
観
に
及
ぼ
さ
れ
た
 
「
禅
」
 
の
決
定
的
な
影
響
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
 
 

い
や
、
残
さ
れ
た
課
題
 
－
 
文
学
の
表
現
の
原
理
・
方
法
に
見
え
る
 
「
禅
」
 
の
影
響
及
 
 

び
 
「
狂
言
締
語
観
」
 
の
打
破
に
禅
宗
の
文
芸
観
が
果
た
し
た
役
割
な
ど
を
併
せ
て
検
討
 
 

し
な
い
と
心
敬
と
「
禅
」
の
関
係
は
完
全
に
把
握
で
き
な
い
。
「
禅
は
諸
宗
通
用
の
法
な
 
 

り
」
 
（
『
興
禅
譲
国
論
』
）
、
「
禅
宗
は
諸
教
の
極
理
、
仏
法
の
櫓
府
な
る
」
 
（
同
）
と
言
わ
 
 

れ
て
い
る
時
代
だ
か
ら
、
今
後
、
心
敬
の
研
究
に
 
「
禅
」
 
の
こ
と
は
ま
す
ま
す
注
目
さ
 
 

れ
る
で
あ
ろ
う
。
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注
］
 
 

1
 
心
敬
は
十
五
歳
の
時
、
比
叡
山
横
河
で
仏
教
の
修
行
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
二
十
四
歳
の
頃
か
 
 

ら
正
徹
に
つ
い
て
和
歌
を
学
ん
だ
 
（
『
心
敬
の
生
活
と
作
品
』
、
金
子
金
治
郎
、
桜
楓
社
、
昭
五
 
 
 

七
二
）
。
そ
の
最
晩
年
の
作
『
老
の
く
り
ご
と
』
の
中
で
も
「
阻
厨
掛
称
押
掛
押
掛
押
合
卦
 
 

も
、
在
々
所
々
偏
に
柳
爾
の
こ
と
に
な
り
て
…
…
」
 
と
自
分
の
身
分
を
は
つ
き
り
と
意
識
し
て
 
 

い
た
。
 
 

2
 
宗
派
と
し
て
南
宗
 
（
頓
悟
）
 
と
北
宗
 
（
漸
悟
）
 
の
区
別
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
前
者
を
意
味
す
 
 

る
。
 
 

ヽ
ヽ
 
3
 
例
え
ば
、
「
い
づ
れ
の
道
 
（
歌
道
を
含
む
）
 
を
も
て
あ
そ
び
、
い
か
な
る
法
 
（
仏
法
を
含
む
）
 
 

を
つ
と
め
て
も
、
共
和
（
＝
「
一
相
・
無
相
㌔
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
三
十
段
）
一
塵
も
と
ど
 
 

ま
る
べ
き
に
あ
ら
ず
」
 
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
二
十
九
段
）
 
が
例
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 

4
 
『
日
本
仏
教
思
想
研
究
、
第
五
巻
、
仏
教
と
文
学
』
一
ヒ
三
貢
参
照
。
 
 

5
 
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』
（
三
輪
正
胤
著
、
風
間
書
房
、
平
六
二
ニ
）
一
五
「
一
五
二
、
二
〇
 
 

六
、
四
六
一
頁
な
ど
参
照
。
 
 

6
 
例
え
ば
、
「
殊
連
歌
は
三
十
文
字
あ
ま
り
の
言
の
菓
を
上
下
に
わ
け
て
、
是
に
ふ
か
き
心
あ
り
。
 
 
 

上
の
句
の
始
五
字
は
卦
町
中
七
字
は
廿
腎
終
五
字
は
卦
舟
也
。
下
旬
の
前
七
字
は
廿
卑
 
 

ヽ
ヽ
 
 

後
七
字
は
七
聖
也
。
上
下
の
二
句
を
合
す
れ
ば
則
大
日
経
三
十
一
品
・
も
ろ
i
の
如
来
三
十
 
 
 

一
相
な
り
」
 
（
『
初
心
求
詠
集
』
）
 
と
い
う
宗
抑
の
考
え
も
同
じ
。
 
 

ヽ
ヽ
 
7
 
『
さ
さ
め
ご
と
』
草
案
本
の
独
自
本
文
1
「
篇
・
序
・
題
・
興
・
流
の
五
つ
は
歌
の
五
牌
、
 
 

ヽ
ヽ
 
 

六
義
は
和
歌
の
六
根
な
る
べ
し
と
な
り
」
 
（
第
四
十
段
、
「
篇
序
題
曲
流
に
つ
い
て
」
）
 
も
ほ
ぼ
 
 

同
意
と
考
え
ら
れ
る
。
連
歌
の
上
旬
 
（
「
篇
序
題
 
（
流
）
」
）
 
と
下
旬
 
（
「
興
流
」
）
 
の
関
係
は
、
 
 

ち
ょ
う
ど
両
界
垂
茶
羅
の
よ
う
に
一
体
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
 
 

8
 
『
鋼
錮
国
繹
大
蔵
経
、
天
台
宗
聖
典
』
二
三
九
、
二
四
七
頁
参
照
。
 
 

9
 
『
恵
心
僧
都
全
集
第
一
』
（
比
叡
山
図
書
刊
行
所
）
三
五
貢
参
照
。
 
 

1
0
 
麻
酔
・
囲
塔
・
無
動
寺
の
三
所
は
慧
心
流
に
属
し
」
（
『
天
台
教
学
史
』
、
島
地
大
等
著
、
隆
 
 

文
館
、
昭
六
一
二
二
、
四
三
〇
頁
）
 
と
出
て
い
る
。
「
さ
さ
め
ご
と
密
勘
Ⅲ
」
ニ
ー
頁
、
「
さ
さ
 
 

め
ご
と
密
勘
Ⅶ
」
 
二
九
頁
を
併
せ
て
参
照
。
 
 

1
1
 
岩
波
文
庫
本
、
五
大
頁
参
照
。
 
 

1
2
 
心
敬
の
 
「
修
行
」
論
の
基
調
（
菅
基
久
子
、
『
文
芸
研
究
第
二
九
集
』
所
収
、
昭
六
三
・
九
）
 
 

四
〇
頁
参
照
。
 
 

1
3
 
「
此
乃
是
従
頂
買
上
撒
水
、
謂
之
向
上
一
路
、
謂
之
直
裁
根
源
、
謂
之
頓
門
、
謂
之
単
刀
直
入
 
 

也
」
 
（
『
槍
浪
詩
話
校
稗
』
、
厳
羽
著
、
郭
紹
虞
校
繹
、
一
九
八
七
年
四
月
、
一
房
）
。
『
槍
浪
詩
 
 

話
』
（
市
野
沢
寅
雄
、
明
徳
出
版
社
、
昭
五
鵬
・
七
）
 
三
〇
頁
参
照
。
 
 

ヽ  

4
 
 1

 
 

5
 
 

1
 
 

6
 
 

1
 
 

7
 
 1

 
 

2
 
 2

 
 

3
 
 
 

2
 
 
 

「
い
づ
れ
の
道
も
、
稽
古
と
工
夫
と
は
る
か
に
心
か
は
る
べ
き
也
」
 
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
四
 
 

ヽ 

十
五
段
、
草
案
本
）
 
と
特
に
強
調
さ
れ
る
。
 
 
 

「
心
地
修
行
」
あ
る
い
は
 
「
閑
居
幽
栖
」
 
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
四
十
段
）
が
こ
れ
に
当
た
る
。
 
 

「
肇
へ
ば
人
の
音
楽
審
査
、
種
々
の
伎
術
を
学
ぶ
は
、
鰍
於
け
ぃ
で
掛
け
脾
卦
か
」
（
『
梓
伽
経
』
、
 
 

巻
二
）
 
も
同
じ
趣
旨
。
 
 

『
天
台
本
覚
論
』
（
思
想
大
系
）
 
五
三
七
頁
参
照
。
そ
の
外
、
「
天
台
本
覚
思
想
は
、
鎌
倉
中
期
 
 

ご
ろ
に
臨
済
禅
の
即
心
即
仏
の
説
を
と
り
入
れ
て
心
仏
一
体
を
一
段
と
強
調
し
て
い
っ
た
」
 
 
 

（
『
日
本
仏
教
史
入
門
』
、
田
村
芳
朗
著
、
角
川
選
書
、
昭
四
四
・
t
 
l
、
八
五
頁
）
と
も
強
調
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 

『
日
本
傭
教
概
史
』
（
宇
井
伯
寿
薯
、
岩
波
書
店
、
昭
二
六
二
）
 
六
八
頁
参
照
。
 
 
 

「
新
古
今
歌
風
と
中
世
仏
教
」
 
（
峯
村
文
人
、
『
仏
教
文
学
研
究
』
第
二
集
所
収
、
昭
三
九
二
l
）
 
 

ヽ 

九
五
、
九
六
貢
参
照
。
し
か
し
、
「
天
台
・
孝
吉
な
ど
に
通
じ
た
卦
修
掛
肘
掛
倣
」
と
い
う
心
 
 

敬
評
は
正
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
心
敬
は
天
台
恵
心
流
 
（
台
密
）
 
の
出
身
で
 
 

あ
り
、
禅
僧
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
禅
文
化
の
影
響
で
、
心
敬
の
連
歌
論
が
著
し
く
禅
の
色
 
 

彩
を
帯
び
て
い
る
の
は
、
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 
 

『
さ
さ
め
ご
と
』
に
お
け
る
不
明
体
と
幽
玄
（
赤
羽
学
、
『
連
歌
俳
諸
研
究
』
第
十
一
号
所
収
）
 
 

三
三
貫
参
照
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 

ヽ
ヽ
 
 

こ
の
句
 
（
松
風
）
 
と
前
出
の
三
首
の
歌
 
（
「
山
お
ろ
し
の
か
ぜ
」
、
「
風
た
ち
て
」
、
「
荻
の
う
は
 
 

か
せ
」
）
は
、
「
風
」
を
対
象
の
一
つ
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
 
 

後
京
極
摂
政
家
御
詠
歌
に
 
 
 

人
す
ま
ぬ
不
破
の
関
屋
の
板
び
さ
し
あ
れ
に
し
後
は
か
曾
掛
介
か
せ
 
 
 

此
た
だ
の
二
字
を
ば
、
む
か
し
よ
り
玄
妙
不
可
説
の
こ
と
に
侍
る
と
か
や
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
 
 

第
十
五
段
）
と
説
か
れ
て
い
る
の
も
同
じ
だ
が
、
心
敬
は
「
風
」
と
し
て
の
実
相
的
な
存
在
に
 
 

注
目
し
て
、
前
出
の
三
首
の
歌
を
「
法
身
の
姿
、
無
師
自
悟
の
歌
」
と
賛
え
て
い
る
の
だ
、
と
 
 

考
え
ら
れ
る
。
 
 

「
古
人
云
、
訃
似
↓
掛
帥
不
中
」
（
『
臨
済
録
』
、
示
衆
）
、
「
卦
微
少
ゴ
十
静
、
道
不
得
也
三
十
 
 

棒
」
 
（
同
、
勘
弁
）
 
と
同
じ
趣
旨
。
 
 

前
掲
書
 
（
注
2
0
）
 
三
五
貢
参
照
。
ま
た
、
「
心
を
籠
め
る
段
階
に
鷹
・
報
・
法
の
区
別
が
あ
る
」
 
 

と
い
う
考
え
も
妥
当
性
を
欠
く
と
思
う
。
心
敬
の
言
う
「
応
・
報
・
法
」
 
の
三
身
説
は
、
「
初
 
 

・
中
・
後
」
 
の
修
行
三
段
階
説
と
結
び
付
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
 
（
『
さ
さ
め
ご
と
』
、
第
四
十
 
 

九
段
）
。
「
有
心
体
」
と
直
接
的
な
関
係
は
な
い
。
そ
の
上
、
「
罵
体
1
面
自
体
・
濃
体
↓
長
高
 
 

体
・
有
心
体
1
鬼
拉
体
」
 
（
同
、
第
十
段
）
 
と
い
う
稽
古
の
前
後
順
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
「
有
 
 
 

心
体
」
 
は
最
終
段
階
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
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有
心
体
の
特
徴
の
一
つ
は
、
「
述
懐
・
恋
・
旅
・
無
常
の
句
な
ど
を
も
、
掛
争
け
か
い
か
～
い
＼
 
 

ケ
抄
心
け
か
い
ぼ
で
」
（
『
所
々
返
答
』
、
第
二
状
）
に
あ
る
。
「
久
久
純
熟
自
然
村
外
打
励
二
朴
」
 
 
 

（
『
無
門
関
』
）
 
と
い
う
禅
の
精
神
（
主
客
融
合
）
と
一
致
す
る
。
 
 

『
幽
玄
美
の
探
究
』
（
赤
羽
学
箸
、
清
水
弘
文
堂
、
昭
六
三
ニ
ー
）
 
四
六
八
貢
（
第
六
章
第
五
 
 

節
「
心
敬
の
連
歌
論
と
幽
玄
」
）
参
照
。
あ
る
い
は
前
掲
書
（
注
2
0
）
 
三
八
頁
参
照
。
 
 

『
さ
～
め
ご
と
の
研
究
』
（
木
藤
才
蔵
著
、
臨
川
書
店
、
平
成
二
年
）
九
五
頁
頭
注
一
五
参
照
。
 
 

前
掲
書
（
牲
2
5
）
 
四
六
九
貢
参
照
。
 
 

古
典
大
系
本
〓
二
四
、
二
二
三
、
四
些
二
貢
参
照
。
 
 

無
住
が
臨
済
宗
東
福
寺
派
の
円
爾
弁
円
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
禅
掛
、
（
卑
官
静
）
兼
修
の
立
場
に
 
 

ヽ
ヽ
 
あ
る
の
と
違
っ
て
、
心
敬
は
天
台
恵
心
流
（
台
密
）
 
の
出
身
で
あ
っ
た
。
 
 

「
心
敬
の
十
識
説
と
そ
の
源
流
」
 
（
菅
基
久
子
）
参
照
。
そ
れ
に
、
『
即
身
成
仏
義
』
が
言
う
識
 
 

大
あ
る
い
は
転
識
得
智
と
さ
れ
る
牡
界
体
性
智
は
、
い
ず
れ
も
「
九
織
」
を
指
す
（
『
改
訂
新
 
 

版
密
教
概
論
』
、
高
神
覚
昇
著
、
大
法
輪
閣
、
平
成
元
年
四
月
。
七
七
、
一
l
ニ
八
、
一
四
l
貫
 
 

参
照
）
も
の
で
あ
り
、
「
十
織
」
 
で
は
な
い
。
心
敬
と
真
言
宗
の
立
場
の
違
い
は
、
こ
こ
か
ら
 
 

も
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
 
 

『
天
台
教
学
史
』
（
島
地
大
等
）
 
三
七
九
頁
参
照
。
 
 

『
密
教
辞
典
・
全
』
（
佐
和
隆
研
編
、
法
蔵
館
、
昭
六
二
二
ニ
）
 
五
、
大
京
参
照
。
 
 

前
掲
書
 
（
注
8
）
 
二
三
九
貫
参
照
。
 
 

『
中
世
禅
家
の
思
想
』
 
（
思
想
大
系
十
大
）
 
二
九
頁
。
 
 

前
掲
書
（
注
3
1
）
 
t
ニ
七
七
、
三
八
〇
貢
参
照
。
 
 

岩
波
文
庫
本
、
t
一
四
頁
参
照
。
 
 

『
道
元
・
上
』
（
思
想
大
系
十
二
）
 
四
四
八
頁
参
照
。
 
 

山
田
昭
全
・
三
木
紀
人
校
注
、
三
弥
井
書
店
、
昭
五
一
・
九
、
二
大
五
貢
参
照
。
そ
の
外
、
『
六
 
 

輪
一
館
之
記
』
（
思
想
大
系
、
三
二
六
頁
）
、
『
日
没
諌
補
按
』
に
も
引
用
。
 
 

（
り
ん
 
ぎ
ょ
く
じ
ゆ
 
元
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
研
究
科
学
生
）
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